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JENESYS2015（招へいプログラム）  

対象国：シンガポール,  

テーマ：文化（日本語コミュニケーション・日本文化体験）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、シンガポールより日本語・日本文化に

関心を有する専門学生、大学生 22名が来日し、日本の政治、社会、歴史、および日本

文化に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、3月 15日から 3月

22日までの 7泊 8日の日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

シンガポール 22名 

 

３．訪問地 

東京都、徳島県 

 

４．日程    

3月 15日（火）成田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

3月 16日（水）【日本理解講義、基調講演】 

       【日本文化視察】江戸東京博物館 

       【歴史的建造物見学】浅草寺 

3月 17日（木）【地方自治体表敬】徳島県庁・徳島県議会 

       【地域産業視察】大塚製薬株式会社 

【歴史・伝統文化体験】阿波踊り 

3月 18日（金）【学校交流】徳島大学 

【日本文化体験】着付け体験 

       【学校交流】徳島県立城東高等学校 

       【ホームステイ対面式】 

3月 19日（土）【ホームステイ】 

3月 20日（日）【ホームステイ歓送会】 

【ワークショップ】 

3月 21日（月）【文化体験】藍染め体験 

福岡県から東京都へ移動 

       【報告会】 

3月 22日（火）成田国際空港より出国 
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５．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５プログラム記録写真  

シンガポール（（文化）、日本語コミュニケーション・日本文化体験）訪日団の記録 

 

 

3/17 【地方自治体表敬】徳島県議会（徳島

市） 

3/17【歴史・伝統文化体験】阿波おどり（徳

島市） 

  

3/18 【学校交流】徳島大学（徳島市） 3/19 【ホームステイ】（徳島市） 

  

3/20 【ホームステイ歓送会】（徳島市） 3/21 報告会（東京都） 

 

 

 

 



 

3 

６．参加者の感想   

 

◆ シンガポール 大学生 

 日本人のおもてなしの心に感動しました。日本人は親しみやすく、温かいです。おそらくとてもシ

ャイなのだと思いますが、一生懸命に意思疎通を図ろうとしてくれます。それがとても好ましく感じ

ます。またうれしかったのは、彼らが私たちの国、シンガポールについて興味を持ってくれたことで

す。私たちの国についてもっと知り、そしていつか訪れたいと思っているということです。そして日

本人はオープンで、コミュニケーションがとりやすいです。そのため日本について多く学ぶことがで

きました。日本についてもっと知るには、日本人と直接、コミュニケーションを図ることが大切だと

思いました。ホームステイで、たくさん日本語を学びました。ホームステイの家族は、たくさん日本

語を教えてくれたし、私たちから英語を学ぶことにも意欲的でした。全体的には、日本については

来日前から知識はありましたが、実際日本に来てみると、中には間違った知識もあることに気が

つきました。日本では、いい意味で驚くことがたくさんありました。また訪れたいし、できればいつか

住みたいと思います。 

 

◆ シンガポール 大学生 

最も感銘を受けたこと： 

来日したとき、びっくりしたことは、日本のシステムが素晴らしく効率的だということでした。日本は

これほど発達した技術を持ちながら、同時に阿波踊りや着物などの伝統も保持しているのです。

日本人は近代的なものと伝統的なものの両方を大切にしています。日本人のこの使命感のような

ものに感心しましたし、またおもてなしの精神にも感動しました。 

共有したいこと： 

正直言って、日本で経験したことすべてみんなと共有したいです！みんな日本のことについて知

るべきだと思います。興味をもって眺めれば、日本は本当に素晴らしい国です。プログラム中は、

スケジュールは過密でしたが、ひとつひとつが異なっており、次から次へと新しい経験ができまし

た。このプログラムに参加でき、本当にうれしく、また有難く思っています。他の人も日本を訪れて

くれればと思います。 

 

◆ シンガポール 大学生 

 ホームステイで日本文化への理解が深まりました。一緒に過ごした時間は短かったものの、日

本の一般の人々とシンガポールの一般の人々との間には類似した点があることに気がつきました。

例えば、ホストファミリーのおばあさんと話をしていたとき、私たち 2 人とも、昨年オーストラリアの

サンシャインコーストに訪れていたことがわかりました。また義理の息子さんとの共通点は、2 人と

も若いころに「キャプテン翼」を読んでいたことでした。日本のマナーには感銘を受けました。日本

からはまだまだ学ぶことが多くあると思います。帰国したら、ホストファミリーと連絡を取り続け、ま

たいつかシンガポールに来られたら歓迎したいと思います。また学生たちと一緒に、徳島の観光

地としての魅力を口頭やブログなどで発信していきたいと思います。 
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７．参加者の報告会での報告内容（帰国後の発信計画）／ 帰国後の発信内容 

 

  

日本での気づき アクションプラン 

https://jenesys2015s

g.wordpress.com/ 

 

ブログ ブログ 

 

帰国後修正版アクションプラン 

 


